
第４号様式（第１０条関係） 

会    議    録  （要  旨） 

会 議 名   平成２０年度 第２回武蔵村山市公民館運営審議会 

開 催 日 時 平成２０年９月２９日（月）  午後２時～午後４時 

開 催 場 所      市民会館 会議室 

 

出席者及び 

欠 席 者 

 

出席者：勝呂委員、高橋委員、本村委員、鈴木委員、福田委員 

嶺岡委員、岩瀬委員、荻野委員、鴻田委員、 

事務局：荻野課長、山田主査、森田主事 

欠席者：金澤委員 

議  題 

  

平成２０年度公民館講座について 

 

結   論 

（決定した方針、残さ

れた問題点、保留事項

等を記載する。） 

 

議題１について 

 今回出た意見を参考に事務局で講座案を考え、次回検討する。 

 

 

 

審 議 経 過 

（主な意見等を原則と

して発言順に記載し、

同一内容は一つにまと

める。） 

議題１ 平成２１年度公民館講座について 

 

委員長：議題１、平成２１年度公民館講座について事務局から説明をお願い致し

ます。 

事務局：今回資料にはおおよその枠を設けているが、この枠にとらわれることな

くご意見をいただきたい。 

委 員：市民講座、家庭教育講座、シルバー教室の回数、時間については、この

枠で決まりなのか。 

事務局：区分については、今まではこの四つの柱で行なってきたが、新たな区分

を設けていただいても結構です。又、内容によって回数を増やしたり減

らしたりしていただいても結構です。 

    今回は、委員の方に区分や枠にとらわれることなく意見を出して頂き、

事務局のほうで次回までに検討して提示したいと考えている。 

事務局：現在、参加者が少ないという現状があるようなので、魅力のある講座を

考え、時間についても検討の必要がある。 



    女性を対象に考えた場合、癌に対する関心が高まっているように感じ

る。乳がん以外にも女性特有の癌があり、自分で発見できたり、食べ物

を考えることで抑制できる等、身近な健康管理が可能になってきている

ようなので、こういった講座も良いのではないか。 

委 員：退職された男性の方は、地域に溶け込むことがなかなか出来ない。しか

し、市民講座が地域に溶け込むきっかけとなるようだ。 

委 員：参加したいと思っていても、外に一歩出ることがなかなか出来ない方も

いる。又、子どもを虐待する親は、友達や相談相手がいない方が多く、

家庭に入りきりになってしまっている。そういった方の参加を得るため

に、どのようにすればよいかを考えなくてはいけないと思う。保育園で

は、閉鎖的な生活をしている方を外に出すために、食を取り入れたイベ

ントを行なっている。例えば、料理の上手い下手が関係ないようなおに

ぎりパーティーなどを行なうと、参加を得られることがある。又、母親

同士の交流の場を作りたいという意見も多く聞かれる。親子で一緒にと

いうよりは、母親同士の会話の時間が多いほうが満足しているようにも

感じられる。 

委 員：親父達に参加してもらえるような講座として、親父達に知恵を出し合っ

てもらい講座を作るのも良いのではないか。 

 委 員：テレビで多くの事件が報道されているが、そのような緊急時に何か我々

も行動できるようになりたいと感じる。そこで緊急時の応急手当につい

て等の講座を行なってみてはどうか。又、家庭教育講座においては、母

親の願いは子どもが健康に育ってくれることだと思うので子どもの健康

についての講座などはどうだろうか。 

 委 員：前年の家庭教育講座はどのような内容の講座を行なったのか。 

 事務局：子どもとのコミュニケーションについての講演とコーチングの実践を行

なった。家庭教育講座においては例年参加者が少ない為、今後参加者募

集について検討が必要である。 

 委 員：最近の家庭は共働きの世帯が多く、日々の生活を送るのが精一杯という

家庭が多い。又、誰かに相談したくても家庭の中のことなので、外に出

したくないという事もある。したがって、このような講座に参加したく

ても参加する暇がなかったり、参加するきっかけを見つけ出せなかった

りするようだ。 

 委 員：今、いくつか案が出たが、これらの案を組み込んで、事務局で何か講座

を提案していただくことは可能か。 



 事務局：今回、提案していただいた内容を踏まえて、講座を検討し、次回提案し

たいと思う。又、家庭教育に関する講座については、企画しても受講者

が少ないことや、一回で終わってしまうようなものが多かったので、工

夫しながら講座を考えて行きたい。 

 委員長：今回は具体的な内容を会として提示することは出来ないが、事務局で検

討していただいて、次回提示していただきたいと思う。 

 委 員：市民総合センターでは、家庭教育的な講座を実施していたり、学校では

社会教育に関する講座を実施しているので講座の奪い合いのようなもの

が出てくるようにも思う。それぞれの場にふさわしい講座というものが

あると思うが、公民館においてはどのようなものが公民館講座としてふ

さわしいのか教えていただきたい。 

 事務局：市民総合センター内子育て支援センターの講座については、連携しての

実施が適当かと考えている。以前も連携を図ることで多くの参加者を得

られた経緯がある。また、保育園でも子育て支援センターでの業務がい

くつか行なわれているので、そういったところとも連携を図って行きた

い。 

 委 員：子育て支援センターで活動している団体に声をかけるもの良いと思う。 

 

      

     次回は１１月２６日（水）午後２時からとする。 

  

 

     

 

 

 

 会議緑の公 

 開・非公開 

 の別 

 ■ 公開              傍聴人：  ０人 

 □ 非公開（武蔵村山市公文書公開条例第9条第1項 号に該当） 

      （その他の事由：                  ） 

 

 

 庶務担当課 

 

    教育委員会 教育部 生涯学習スポーツ課   （内線 ６５２） 

 

（日本工業規格Ａ列４番） 


